
 

 

 

 

 

 

 

ムービングファントム 

解析ソフトの使い方 
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1. 動態ファントムを撮影した画像を ImageJで開きます。 

※下記の写真のように 90度程度（60度～120度）回転するだけのフレームを撮影してください。 

開始のフレーム番号と内外の鉄球座標、終了のフレーム番号と内外の鉄球座標をメモしてください。 

 

  

2. Excel「ムービングファントム解析用.xlsx」を起動する。 

 EXCELに先ほどメモしたフレーム番号と座標を入力します。また、回転中心の位置を上下左右から浅学します。

計測する信号の位置から見て上下左右です。回転方向を「時計回り」「反時計回り」から選びます。 

上記の図の例は、回転中心は「上」で「時計回り」となります。 

 フレームレート（fps）を入力すると、動態ファントムの回転速度が計算されます。 

 定期的に計測することをお勧めします。 

 

 

  

内側の鉄球 

外側の鉄球 外側の鉄球 

内側の鉄球 

フレームの番号 フレームの番号 



ImageJへの登録方法 

付属の「MovingPhantom」をフォルダごと ImageJのインストールファルダ内の「Plugins」フォルダ内にコピーす

る。 

※ImageJ のインストール先が不明な場合は、デスクトップ上の ImageJ のショートカットキーを選択し，右クリ

ックで，メニューを表示させて，プロパティを選択し、ショートカットタブの「作業フォルダ」から保存先を確

認してください。 

 

ImageJを起動して、Pluginsの中に MovingPhantomが追加されていれば設定終了です。 

 

 

 



解析方法 

3. 動態ファントムを撮影した画像を ImageJで開きます。 

※下記の写真の 6時の部分に測定する信号が来るフレームに対して、前後 10フレーム（計 20フレーム）を測定

するので、前後に余裕が出来るように撮影してください。 

 

 

4. 鉄球の座標を記録する。（内側の鉄球と外側の鉄球） 

上記の画像上でマウスを鉄球の上に移動させる。 

ImageJの下部にｘ座標とｙ座標が表示されるので記録する 

 

 

 

 

 

内側の鉄球 

外側の鉄球 



5. ImageJ の Plugin＝＞MovingPhantom＝＞Moving Phantom をクリックする 

 

 

 

6. ImageJ の Plugin＝＞MovingPhantom＝＞Moving Phantom をクリックする 

記録した座標を入力します。 

内側の鉄球が inside ballで、外側の鉄球が outside ballです。 

   

   

 

 

 

 

 

 



7. 表示された計測結果をコピーする 

自動的に、ムービングファントムの必要な部分を解析した結果が表示される。 

表示された全てを選択してコピーします。 

 

 

 

8. Excel「ムービングファントム解析用.xlsx」を起動する 

付属の「ムービングファントム解析用.xlsx」を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9. データを張り付ける 

シート「データの入力」を表示させます。 

セル E４からの水色部分にコピーしたデータを張り付けます。 

B4にフレームレート、2でメモした内側の鉄球の座標を B10,B11に入力、同様に外側の鉄球の座標を B14,B15

に入力する。

 

 

※水色部分以外は、解析に必要な計算をしているので、変更できないようにロックしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10. 結果を確認する 

シート「結果の表とグラフ」を表示させると、解析結果の表とグラフが確認できます。 

こちらはロックしていないので、自由にコピーして利用してください。 

 

 

 

 

以上 


